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PC要件 

システム 

  *Microsoft Windows 10 64bit 

  *Microsoft Windows 11 

 モニタ解像度 

  1150以上 × 720以上 

 試験機との接続形式 

  *RS232 D-SUB 9Pin 

  



推奨 RS232 ケーブル 

サンワサプライ株式会社、KR-LK3（インタリンク用クロス決戦 / 3m） 

https://www.sanwa.co.jp/product/syohin?code=KR-LK3 

https://www.marutsu.co.jp/GoodsDetail.jsp?q=KR-LK3&salesGoodsCode=11845&shopNo=3 

 

 

  

https://www.sanwa.co.jp/product/syohin?code=KR-LK3


推奨 USB-RS232変換器 

FTDI Chip、US232R-100-BULK 

https://www.marutsu.co.jp/pc/i/1529113/ 

https://jp.rs-online.com/web/p/interface-adapters-converters/6877806 

 

 

  

https://jp.rs-online.com/web/p/interface-adapters-converters/6877806


本ソフトウェア制限事項、及び留意事項 

制限事項 

*応力緩和測定には対応しておりません。(応力緩和用データポイントは破棄されます。) 

 

*粘度ポイント(ML(1+4)等)は 4 点までリザルトファイルに保存されます。(試験機には 10 点まで設定できますが、5

点目以降のデータポイントは破棄されます。) 

 

*スコーチポイント(t5等)は 4点までリザルトファイルに保存されます。(試験機には 10点まで設定できますが、5点目以

降のデータポイントは破棄されます。) 

 

*Excel形式(.xlsx)でのレポート生成の上限は 10000行です。10000行を超える場合は、生成された CSV ファイル

を Excelで開き、手動で変換(保存)してください。 

 

留意事項 

*Excel ファイルのレポート生成には時間がかかります。 

500 行 : 10秒 

1000 行 : 20秒 

2000 行 : 30秒 

4000 行 : 60秒 

(上限)10000 行: 150秒 

 

*リザルトファイル内のデータ数が増えるにつれ、データ更新に時間がかかるようになります。その場合はリザルトファイルを新

規に作成することを推奨します。(参照 : リザルトファイル設定) 

  



ソフトウェア初回起動時の設定 

1. PC の電源が投入されている場合は遮断してください。 

2. 試験機の電源が投入されている場合は遮断してください。 

3. 試験機と PC間のケーブルを接続してください。 

4. PC の電源を投入してください。 

5. USB-RS232 変換器ケーブルを使用する場合は、USB-RS232 変換器ケーブルのドライバをインストールしてくだ

さい。 

6. USB-RS232変換器ケーブルのドライバをインストールした場合は、PCの電源を再投入してください。 

7. ソフトウェアを起動させてください。 

8. 【シリアルポート】→【デバイスマネージャ画面を開く】をクリックし、試験機からのケーブルが挿入されている COM ポー

ト番号(COM*)を確認してください。 

※ 表示されるシリアルポート名、及び COM ポート番号は PC、及び USB変換器により異なります。 

 

 

9. デバイスマネージャ画面で確認した COM ポート番号を選択後、【セーブ】をクリックしてください。 

 

(ソフトウェア初回起動時の設定 終了) 



試験機初回起動時の設定 

1. 試験機の電源を投入してください。 

2. 試験機のタッチパネル上部メニューの【INIT】→【RS232C】をタッチしてください。通信設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

→ 
 

 

 

 

 

3. 下記項目を選択後、【Enter】をタッチしてください。 

OutPut STANDARD : On 

Auto OutPut : On 

Baudrate : 9600 

OutPut Item / Parameter : On 

OutPut Item / Result : On 

OutPut Item / RawData : Off 

 

(試験機初回起動時の設定 終了) 



測定 

1. PC の電源が投入されている場合は遮断してください。 

2. 試験機の電源が投入されている場合は遮断してください。 

3. 試験機と PC間のケーブルを接続してください。 

4. PC の電源を投入してください。 

5. ソフトウェアを起動させてください。 

6. 試験機の電源を投入してください。 

7. 試験機の初期化が完了後、PC 画面の【通信確認】をクリック後、 『 ◎ 応答あり 』 が表示されることを確認して

ください。 

※ 『 × 応答なし 』 が表示された場合は、ソフトウェア初回起動時の設定と試験機初回起動時の設定を確

認してください。 

  



8. 測定結果に反映させる日付とローター形状を選択し、Test Name と ID1～3 を入力してください。(試験機本体

のセットアップ方式が『QUICK SETUP』の場合、ローター形状は PC に転送されません。) 

 

  



9. 試験機のタッチパネル切替ボタンをタッチし、セットアップ方式を【QUICK SETUP】に設定してください。 

《切替前(STANDARD SETUP)》                    《切替後(QUICK SETUP)》 

                  

 

 

 

→ 

 

 

 

 

 

10. 測定条件とデータポイントを設定してください。 

*粘度試験の場合(粘度ポイント 4点までの制限あり) 

例 / ダイ温度 100℃、余熱 1min、測定時間 4min の場合 

 

  



*スコーチ試験機の場合(スコーチポイント 4点までの制限あり) 

例 / ダイ温度 145℃、余熱 1min、スコーチポイント 2点(t5、t35)の場合 

 

 

11. 試験機の STANDBYボタンを押して、有効にしてください。 

 

12. ダイが試験温度に安定するまで待機してください。 

  



13. ダイ温度が安定しましたら、試料を用意し、測定を開始してください。 

14. 測定終了後、PC に測定結果が転送されていることを確認してください。測定結果は自動的にセーブされます。 

 

 

15. 連続して測定する場合は、測定結果に反映させる日付とローター形状を選択し、Test Name と ID1～3 を入力

してください。(試験機本体のセットアップ方式が『QUICK SETUP』の場合、ローター形状は PC に転送されませ

ん。) 

 



 

16. レポートを生成する場合は、測定結果を選択した状態で【レポートを生成する】をクリックしてください。生成後、レポ

ートフォルダが自動的に開きます。(Excel をインストールしていない PC でも Excel ファイルを作成することができま

す。) 

 

 

《レポートフォルダ》 

 

 

  



《CSV ファイル》 

 

 

《Excel ファイル》 

 

 

※Excel ファイルのレポート生成には時間がかかります。ご留意願います。  

500 行 : 10秒 

1000 行 : 20秒 

2000 行 : 30秒 

4000 行 : 60秒 

(上限)10000 行: 150秒 

 

※10000行を超える場合は、生成された CSV ファイルを Excelで開き、手動で変換(保存)してください。 

 

《PDF ファイル(Excel ファイルを PDF化したものです。)》 

 



 

 

17. 終了する場合は画面右上の×をクリックしてください。 

(測定 終了) 



画面の説明 – メイン画面 

 

 

【グループボックス】 

日付 

   PC時刻、または試験機時刻のどちらかを測定結果に反映させるか設定します。 

ローター形状 

PC 画面上の設定、または試験機設定のどちらかを測定結果に反映させるか設定します。 

  



入力方式 

TEST 名、ID1～3 の入力方式を設定します。 

   《リスト》 

 

 

   《テキストボックス》 

    

 

【ボタン】 

マニュアルを開く 

   本ソフトウェアのマニュアルを開きます。 

シリアルポート設定 

   シリアルポート設定画面を表示します。 

通信確認 

   試験機との通信が成立しているか、否かを確認します。 

リザルトファイル設定 

   リザルトファイル設定画面を表示します。 

レポートフォルダを開く 

   レポートフォルダを開きます。 

レポートを作成する 

   選択されている測定結果のレポートを作成します。 

消去 

   転送結果を消去します。 

 



【チェックボックス】 

(常時有効)CSV ファイルを作成する 

   レポート生成時に CSV ファイルが作成されます。 

Excel(PDF を含む)ファイルを作成する 

   レポート生成時に Excel(PDF)ファイルが作成されます。 

  



画面の説明 – シリアルポート設定 

 

 

【ボタン】 

デバイスマネージャ画面を開く 

デバイスマネージャ画面が表示されます。COM ポート番号(COM*)確認時等にご利用く

ださい。 

  



画面の説明 – リザルトファイル設定 

 

 

【ボタン】 

リザルトファイルを新規作成する 

リザルトファイルを新規作成します。データ更新に時間がかかるようになりましたら、新規作

成することをお奨めします。 

リザルトファイルの指定 

   リザルトファイルを指定します。 

リザルトフォルダを開く 

リザルトファイルのフォルダを開きます。 

[ 要注意 ]リザルトファイルを開く 

リザルトファイルを開きます。Test Name 、ID等の編集が可能です。 

 

  



 

画面の説明 – ヘッダー設定 

※機種により無効となっている項目があります。 

 

表示/非表示の切替え、用語の変更が可能です。 

 


